
け
る
人
悶
と
政
治
（
高
閏
三
郎
）

　
第
二
部
哲
學
及
び
哲
學
史
理
性
の
根
擦
に
就
い
て
（
高
山
岩
男
）
、
解

羅
攣
と
修
醗
學
（
鷲
木
叢
）
、
存
在
と
愛
眼
無
限
の
概
念
に
つ
い
て
哲
學
史

的
考
察
…
（
黒
宅
剛
一
）
、
、
・
・
ケ
ツ
ン
セ
μ
の
夢
心
（
木
材
素
徳
）
、
物
自
膿
と

戸
山
A
芯
（
轡
駆
奴
無
配
羅
）
、
瓢
…
の
根
源
…
の
…
闘
煙
．
：
殊
に
カ
ン
ト
と
シ
ェ
リ
ン
グ
に
…
照

し
て
1
入
安
倍
　
入
選
）
、
カ
ン
ト
か
ら
へ
～
ゲ
ル
へ
の
論
瑚
（
田
邊
元
）
、
ニ
イ

チ
ェ
の
ツ
ァ
ラ
ヅ
ス
ト
ラ
と
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
（
薦
谷
樋
W
治
）

　
第
…
鉱
部
　
虚
搭
教
學
及
華
督
教
．
瀞
墜
　
學
と
し
て
の
藤
縄
…
海
蘭
の
ロ
ゴ
ス

の
牌
懸
盤
絡
丁
人
松
村
寛
．
己
）
、
聖
な
る
毒
の
…
オ
ヅ
ト
…
の
批
許
を
由
・
心
と

し
て
一
（
片
愚
管
直
）
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ッ
ハ
ー
に
於
け
る
「
高
次
副
帯
礁
論
し
：

「
講
演
」
の
一
考
察
…
（
巾
籾
明
）
、
バ
ル
ト
稗
學
に
於
け
る
中
心
的
な
も
の
（
菅

翻
吉
〉
、
庸
獣
的
・
批
到
的
方
法
と
盛
的
理
解
…
バ
ル
ト
野
阜
に
於
け
る
一
つ

の
問
題
…
（
佐
野
勝
也
）
、
奮
約
幽
ホ
教
に
於
け
る
人
…
聞
灘
に
就
い
て
（
眉
原
譲
）
、

「
碑
の
隔
四
」
と
「
人
の
子
」
（
一
単
」
信
徒
の
歴
．
史
…
観
の
一
繍
｝
）
（
憩
醍
配
贋
夫
）
、
パ
ゥ

リ
の
．
総
懸
に
於
け
る
聖
堂
（
山
谷
省
吾
）
、
閉
治
維
新
の
教
化
統
飼
と
李
瞬
齊

道
・
信
教
の
肖
磁
の
公
認
ま
で
ん
紺
岡
奥
嗣
）
、
後
記
（
石
原
謙
）
（
嚢
版
下

ふ
ル
閃
回
百
ハ
、
　
昭
勲
W
ふ
一
蹴
…
離
－
↓
瓦
n
り
、
宙
小
山
斌
山
石
波
瀧
鴇
序
胴
騰
照
∬
、
　
定
穂
緊
∴
。
山
繭
○
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
前
罵
貞
次
郎
〕

邸
O
聞
躍
冨
訟
O
拶
露
O
＜
⑪
影
①
饗
謄
鞠
ロ
・

劇
三
塁
。
び
。
誌
閣
・
鋼
賃
臼
尻
直
り
昏
鍔
坤

　
世
の
ゆ
は
め
ま
ぐ
る
し
い
。
映
業
は
過
覇
人
口
の
爲
だ
、
あ
の
入
は
子
供

が
少
い
か
ら
絡
…
腸
だ
、
と
思
っ
て
み
た
ら
今
H
で
は
失
業
は
過
少
人
口
に
棊
’

く
と
云
ふ
事
で
あ
り
、
あ
の
家
は
子
供
の
お
蔭
で
鋤
…
章
を
貰
っ
た
穿
り
か
、

年
金
の
爲
に
内
編
だ
さ
う
だ
、
と
云
ふ
國
も
あ
る
〇
二
十
年
前
の
虞
理
は
一

片
の
虚
構
と
化
し
虫
っ
て
み
る
入
“
論
の
攣
蓬
、
其
ほ
現
代
の
鰍
…
洲
甦
曾
の

動
揺
を
如
實
に
示
し
た
も
の
と
云
へ
よ
う
。

　
木
霧
は
ロ
ン
ド
ン
火
穆
に
於
け
る
…
…
｝
っ
の
公
嗣
講
義
か
ら
成
っ
て
を
り
、

各
部
は
夫
々
脚
立
の
・
も
の
で
は
あ
る
が
、
八
十
頁
の
小
荊
者
の
中
に
入
鳥
研
究

に
つ
い
て
の
南
東
な
、
直
示
に
富
む
を
意
見
を
展
開
し
、
入
口
推
移
に
つ
い

て
の
愚
俗
的
意
見
の
譲
謬
を
指
楠
…
す
る
と
瀧
ハ
に
、
野
曝
な
説
明
、
叙
蓮
に
よ

っ
て
欝
欝
研
究
へ
の
一
般
入
の
興
銀
を
誘
ふ
備
な
内
容
を
も
盛
っ
て
み
る
。

　
第
一
部
に
於
て
、
先
づ
地
球
上
の
八
口
に
つ
い
て
著
人
の
知
識
が
如
何
に

し
て
得
ら
れ
、
そ
の
基
礎
．
と
な
る
人
畜
統
計
が
ど
の
程
慶
の
馬
櫛
を
羅
け
る

も
の
か
を
論
じ
、
諸
大
陸
の
最
近
百
貫
糊
岡
の
人
口
の
推
移
を
略
果
す
る
Q
か

く
て
近
代
に
於
け
る
最
大
の
人
肖
の
推
移
の
見
ら
れ
る
の
が
ア
メ
リ
カ
大
陸

で
あ
り
、
そ
こ
に
黙
人
及
自
人
に
よ
る
居
佳
が
如
何
に
し
て
行
は
れ
た
か
を

幾
多
の
史
．
料
を
引
縄
し
つ
・
論
讃
し
て
み
る
。
蒋
春
は
奴
隷
貿
易
に
よ
る
無

人
移
入
轍
に
罪
す
る
麺
説
の
見
積
り
が
過
大
に
失
す
る
雍
を
提
子
の
悔
灘
業

等
の
纏
濟
史
的
見
慮
よ
り
読
騎
し
て
み
る
が
、
既
は
ア
メ
リ
カ
大
聖
に
於
け

る
演
の
意
昧
の
履
住
が
光
づ
黒
人
に
よ
り
行
は
れ
た
と
す
る
三
見
及
び
移
住

常
初
の
人
癖
増
茄
の
不
振
を
男
女
の
数
的
不
均
衡
に
塞
く
と
な
す
見
解
と
共

に
注
意
す
べ
き
蝋
…
で
あ
ら
5
。
三
焦
回
数
を
蕉
確
に
知
る
蜘
の
嗣
難
は
二
十

糧
紀
初
頭
に
歪
る
も
壷
客
統
計
し
か
無
い
國
々
が
多
か
っ
た
事
を
顯
み
れ
ば

㎜
判
然
す
る
。
晶
脳
中
、
白
入
に
つ
い
て
短
し
い
○
併
し
、
　
一
四
九
二
年
以
來
の

移
位
藩
は
義
人
千
忌
日
遮
、
夢
人
二
千
寓
で
、
現
在
各
く
四
千
萬
、
一
億
七
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紹

介

策
二
、
十
四
巷
　
第
一
號
　
　
一
二
七



介

第
ご
十
餌
巻
　
第
｛
號
　
　
ご
　
八

千
二
衡
萬
と
見
て
み
る
の
は
　
安
當
で
あ
ら
う
Q

　
第
二
部
は
入
口
増
減
の
研
究
、
就
中
、
鰍
灘
の
入
口
傾
向
の
一
叢
威
で
あ

る
著
者
が
近
代
の
入
口
鱒
撫
、
並
び
に
鳶
職
後
の
人
口
停
滞
に
つ
い
て
縦
横

に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
〇
一
七
七
〇
親
心
來
の
増
加
は
主
と
し
て
死
亡
率
の

減
少
に
よ
り
競
醐
さ
れ
て
る
る
が
、
此
れ
と
て
も
通
常
の
概
箕
死
亡
灘
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
程
大
で
な
い
。
か
㌧
る
襟
網
を
塗
す
る
駈
以
は
乳
血
汐
死
亡

の
減
少
、
長
隷
嚢
の
姦
曲
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
賂
來
と
も
、
李
均
年

齢
が
八
十
歳
に
議
す
る
窺
は
な
い
と
し
て
み
る
。
マ
ル
サ
ス
以
來
の
過
澗
人

口
に
鋤
す
る
恐
怖
が
盤
ん
だ
急
激
な
入
口
憎
加
の
原
閣
を
多
蓬
に
あ
り
と
す

る
通
俗
的
意
見
に
も
、
死
亡
牽
の
解
翔
と
筒
椴
に
年
齢
構
成
の
分
析
か
ら
出

護
し
て
挽
難
を
燦
へ
て
る
る
が
紳
話
的
な
俗
信
が
錯
難
（
8
甑
。
巴
艶
信
鉱
。
鵠
）

と
結
合
し
て
句
。
｝
き
Ω
欝
馨
以
來
≦
ド
≦
貯
置
費
に
至
る
も
爾
、
統
計
學

蒋
中
に
見
潟
さ
れ
る
と
云
っ
て
み
る
Q
　
澄
O
§
臼
¢
（
生
鷹
能
力
）
が
交
化

と
共
に
向
土
す
る
か
せ
ぬ
か
の
問
題
も
魏
ハ
昧
は
あ
ら
う
が
、
重
火
な
塩
は
此

が
騰
雲
窪
陣
蔓
（
受
胎
騰
じ
と
し
て
如
侮
に
現
れ
る
か
、
受
胎
輩
の
環
状
は
如

何
か
で
あ
る
。
蒋
藩
は
白
人
灘
住
癌
域
を
…
謡
型
に
分
ち
、
現
在
の
母
性
（
十

五
一
五
ナ
歳
）
と
来
來
の
燈
姓
と
の
比
較
よ
り
見
て
西
北
隊
に
於
け
る
鵬
淺

力
の
低
下
を
注
意
し
て
み
る
。

　
狂
騒
部
で
は
、
か
か
る
人
筒
滅
少
の
傾
向
に
個
封
ず
る
灌
會
的
、
政
治
的
乎

段
に
よ
る
人
口
塘
海
釣
に
ふ
れ
、
ド
イ
ヅ
、
イ
タ
リ
ー
の
失
敗
を
統
計
上
よ

り
論
じ
、
鍵
雄
法
の
流
行
と
そ
の
祉
會
的
、
繋
駕
的
背
景
を
題
す
。
併
し
、

か
、
る
大
革
命
が
綜
…
濟
機
縮
…
の
礎
革
を
俘
は
ず
し
て
遡
っ
た
も
の
で
あ
り
、

世
界
の
滞
繊
臨
機
撫
…
が
八
口
増
加
を
H
算
に
入
れ
て
緯
…
営
さ
れ
て
る
る
現
況
は

人
口
が
現
在
の
出
生
、
死
亡
牽
に
よ
り
推
移
す
る
な
ら
ば
將
來
入
q
減
少
を

來
た
す
事
を
全
く
無
観
し
た
弘
前
で
あ
る
と
す
る
の
は
些
か
白
人
中
心
、
就

申
、
英
帯
國
に
忠
に
す
ぎ
は
し
ま
い
か
Q
と
は
云
へ
、
子
供
を
持
ち
た
く

な
い
、
子
供
が
央
業
蒋
を
作
り
寵
す
み
と
云
ふ
世
上
の
意
見
が
近
來
の
人
口

現
象
の
根
聯
を
な
し
て
み
る
纂
ほ
否
定
し
離
い
Q
そ
こ
に
入
“
論
の
動
揺
が

あ
り
、
人
口
政
策
が
華
か
な
脚
光
を
浴
び
て
園
策
の
第
一
線
に
登
場
し
た
燐

以
が
あ
る
Q
最
後
に
、
附
鎌
に
は
世
界
昏
地
の
資
料
を
種
族
別
に
整
寓
に
奉

げ
て
譲
り
、
入
q
研
究
家
に
取
っ
て
多
大
の
優
宜
を
與
へ
て
る
る
事
を
特
記

し
て
置
き
た
い
。
（
O
×
h
o
鼠
旧
H
Φ
ω
◎
℃
ユ
。
①
α
ω
．
）
〔
伊
藤
〕

　
　
ジ
繊
ン
・
蘭
ツ
シ
ン
グ
。
バ
ッ
ク
編

　
　
　
　
支
郵
の
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
谷
　
妥
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
　
波
寄
雄
共
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
藤
　
次
　
郡

　
我
が
國
と
支
郷
と
の
關
係
は
、
同
文
同
種
、
憾
蜘
輔
車
、
写
る
べ
か
ら
ざ

る
屯
の
と
云
は
れ
な
が
ら
、
と
か
く
圓
滑
を
嘆
き
、
途
に
今
次
の
寧
墜
と
な

っ
た
が
、
支
那
の
徹
會
・
纏
濟
の
現
状
に
閥
照
す
る
認
識
が
、
著
し
く
不
足
し

た
こ
と
も
、
幾
念
な
が
ら
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
こ
れ
に
…
毒
し
て
、
北
米
分
撮
國
か
ら
は
、
多
撒
の
有
能
な
調
書
が
出
て
、

多
方
簡
に
亘
り
、
支
螂
．
に
回
す
る
實
三
等
研
究
を
留
め
た
。
こ
れ
は
、
支
那

と
合
雄
國
と
が
自
然
事
構
に
於
い
て
は
多
く
の
類
似
牲
を
示
し
な
が
ら
、
就

會
的
に
は
、
薪
開
園
と
薙
國
、
鍛
総
あ
る
國
と
入
口
過
多
な
る
國
、
世
界
最

高
の
生
活
程
度
と
饒
餓
線
一
杯
と
云
ふ
風
に
、
極
端
な
饗
照
を
示
し
、
驚
異

（2ユ8）


